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議題１ 理科における目標と見方・考え方について
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議
題
１

議
題
２



柱書

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

小
学
校

自然に親しみ，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象についての問題を科学
的に解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

自然の事物・現象についての理解を図り，観
察，実験などに関する基本的な技能を身に
付けるようにする。

観察，実験などを行い，問題解決の力を養
う。

自然を愛する心情や主体的に問題解決しよう
とする態度を養う。

中
学
校

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学
的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

自然の事物・現象についての理解を深め，科
学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する
力を養う。

自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に
探究しようとする態度を養う。

高
等
学
校

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学
的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

自然の事物・現象についての理解を深め，科
学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する
力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとする態度を養う。

小
・
中
・
高
等
学
校

自然の事物・現象を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や実験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指
す。

自然の事物・現象について理解するとともに、
科学的に探究するために必要な観察、実験な
どに関する技能を身に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科学的に探究する力
を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的
に探究しようとする態度と生命を尊重する心情
や人と自然環境の調和に寄与しようとする心
情を養う。

（
現
行
）

（
改
訂
案
）

⚫教科としての一貫性と内容の系統性の確保という観点から、小・中・高で文言の統一を図ってはどうか。
そのうえで、学校段階ごとの留意点については、各学校段階の解説において丁寧に説明してはどうか。

⚫「自然」については、全校種の「学びに向かう力・人間性等」において統一的に規定してはどうか。

●●する資質・能力（資質・能力の趣旨）について、●●することなどを通して（学習過程） 、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

理科の目標について
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（
現
行
）

（
改
訂
案
）

●●する資質・能力（資質・能力の趣旨）について、●●することなどを通して（学習過程） 、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

柱書

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

科
学
と
人
間
生
活

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために
必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間生
活との関わりについての理解を深め，科学的に探究
するために必要な観察，実験などに関する技能を身
に付けるようにする。

観察，実験などを行い，人間生活と関連付けて科
学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究
しようとする態度を養うとともに，科学に対する興味・
関心を高める。

科
学
と
人
間
生
活

人間生活に関わる自然の事物・現象を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や実験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目
指す。

自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間生
活との関わりについて理解するとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験などに関する基本的
な技能を身に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養う。自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度と生命を尊重する心情や人と自
然環境の調和に寄与しようとする心情を養う。

【以下は高等学校・理科の科目ごとの目標案】

●「科学と人間生活」
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（
現
行
）

（
改
訂
案
）

柱書

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

物
理
基
礎

物体の運動と様々なエネルギーに関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，物体の運動と様々なエネルギーを
科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運
動と様々なエネルギーについて理解するとともに，科
学的に探究するために必要な観察，実験などに関す
る基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養
う。

物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を養う。

物
理

物理的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，物理的な事物・現象を科学的に探究するた
めに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，
科学的に探究するために必要な観察，実験などに
関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養
う。

物理的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度を養う。

物
理
基
礎

物理的な事物・現象を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や実験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指す。

日常生活や社会との関連を図りながら、物理的な事
物・現象について理解するとともに、科学的に探究す
るために必要な観察、実験などに関する基本的な技
能を身に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養う。物理的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に
探究しようとする態度と人と自然環境の調和に寄与
しようとする心情を養う。

物
理

物理的な事物・現象を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や実験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指す。

物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、
科学的に探究するために必要な観察、実験などに関
する技能を身に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養う。物理的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に
探究しようとする態度と人と自然環境の調和に寄与
しようとする心情を養う。

●●する資質・能力（資質・能力の趣旨）について、●●することなどを通して（学習過程） 、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

●「物理基礎」「物理」
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（
現
行
）

（
改
訂
案
）

柱書

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

化
学
基
礎

物質とその変化に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，物質とその変化を科学的に探究するために必要
な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその
変化について理解するとともに，科学的に探究するた
めに必要な観察，実験などに関する基本的な技能
を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養
う。

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究し
ようとする態度を養う。

化
学

化学的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，化学的な事物・現象を科学的に探究するた
めに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，
科学的に探究するために必要な観察，実験などに
関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養
う。

化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度を養う。

化
学
基
礎

化学的な事物・現象を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や実験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指す。

日常生活や社会との関連を図りながら、化学的な事
物・現象について理解するとともに、科学的に探究す
るために必要な観察、実験などに関する基本的な技
能を身に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養う。化学的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に
探究しようとする態度と人と自然環境の調和に寄与
しようとする心情を養う。

化
学

化学的な事物・現象を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や実験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指す。

化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、
科学的に探究するために必要な観察、実験などに関
する技能を身に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養う。化学的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に
探究しようとする態度と人と自然環境の調和に寄与
しようとする心情を養う。

●「化学基礎」「化学」
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●●する資質・能力（資質・能力の趣旨）について、●●することなどを通して（学習過程） 、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

議
題
１

議
題
２



（
現
行
）

（
改
訂
案
）

柱書

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

生
物
基
礎

生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，生物や生物現象を科学的に探究するために必
要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生
物現象について理解するとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関する基本的な技
能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養
う。

生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究
しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保
全に寄与する態度を養う。

生
物

生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，生物や生物現象を科学的に探究するために必
要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，
科学的に探究するために必要な観察，実験などに
関する基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養
う。

生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究
しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保
全に寄与する態度を養う。

生
物
基
礎

生物や生物現象を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や実験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指す。

日常生活や社会との関連を図りながら、生物や生物
現象について理解するとともに、科学的に探究するた
めに必要な観察、実験などに関する基本的な技能を
身に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養う。生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探究
しようとする態度と生命を尊重する心情や人と自然
環境の調和に寄与しようとする心情を養う。

生
物

生物や生物現象を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や実験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指す。

生物学の基本的な概念や原理・法則を理解するとと
もに、科学的に探究するために必要な観察、実験な
どに関する技能を身に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養う。生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探究
しようとする態度と生命を尊重する心情や人と自然
環境の調和に寄与しようとする心情を養う。

●「生物基礎」「生物」
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●●する資質・能力（資質・能力の趣旨）について、●●することなどを通して（学習過程） 、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

議
題
１

議
題
２



（
現
行
）

（
改
訂
案
）

柱書

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

地
学
基
礎

地球や地球を取り巻く環境に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，地球や地球を取り巻く環境を科学的
に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

日常生活や社会との関連を図りながら，地球や地
球を取り巻く環境について理解するとともに，科学的
に探究するために必要な観察，実験などに関する基
本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養
う。

地球や地球を取り巻く環境に主体的に関わり，科
学的に探究しようとする態度と，自然環境の保全に
寄与する態度を養う。

地
学

地球や地球を取り巻く環境に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，地球や地球を取り巻く環境を科学的
に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

地学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，
科学的に探究するために必要な観察，実験などに
関する基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養
う。

地球や地球を取り巻く環境に主体的に関わり，科
学的に探究しようとする態度と，自然環境の保全に
寄与する態度を養う。

地
学
基
礎

地球や地球を取り巻く環境を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や実験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指す。

日常生活や社会との関連を図りながら、地球や地球
を取り巻く環境について理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する基本
的な技能を身に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養う。地球や地球を取り巻く環境に主体的に関わり、科学
的に探究しようとする態度と人と自然環境の調和に
寄与しようとする心情を養う。

地
学

地球や地球を取り巻く環境を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や実験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指す。

地学の基本的な概念や連理・法則を理解するととも
に、科学的に探究するために必要な観察、実験など
に関する技能を身に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養う。地球や地球を取り巻く環境に主体的に関わり、科学
的に探究しようとする態度と人と自然環境の調和に
寄与しようとする心情を養う。

●「地学基礎」「地学」
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●●する資質・能力（資質・能力の趣旨）について、●●することなどを通して（学習過程） 、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力・人間性等

議
題
１

議
題
２



他者との
対話や協働

学びを方向
付ける人間性

初発の思考や
行動を起こす力
・好奇心

学びの
主体的な調整

【上部】当該教科等の
学習で育まれる、人生
や社会に向かう際の情
意や感性に関わる部
分(学習過程で表出しにく
い傾向がある内的な側
面)

【下部】当該教科等の
学習で育まれる、学び
に向かう態度に関わる
部分(学習過程で表出し
やすい傾向がある外的な
側面)

① 当該教科等の学習で育みたい学びや生活に向かう態度

学びにおいて、好奇心を持って初発の思考や行動を起こし、
他者との対話や協働を経ながら、学びを主体的に調整し、
次の思考や行動に繋げていく態度について、教科固有の学
習過程を踏まえた言葉で示す

② 当該教科等の学習で育みたい情意・感性

人生や社会との関わりにおいて育みたい情意や感性を示す

科学的な探究の過程

自然事象に対する気付き

仮説の設定

検証計画の立案

観察・実験の実施

結果の処理

考察・推論

課
題
の
把
握

(

発
見)

課
題
の
探
究(

追
究)

課
題
の
解
決

表現・伝達

次の科学的な探究の過程

見通し

振り返り

課題の設定

他
者
と
の
対
話
や
協
働

初発の思考や
行動を起こす力
・好奇心

学びの
主体的な調整

① 理科の学習で育みたい学びや生活に向かう態度

② 理科の学習で育みたい情意・感性

自然の事物・現象
に主体的に関わり、
科学的に探究しよう
とする態度

（統一案）
生命を尊重する心情や
人と自然環境の調和に
寄与しようとする心情

【現行】
（小） 自然を愛する心情
（高・生）生命を尊重し，自然環境の保全に寄与

する態度
（高・地）自然環境の保全に寄与する態度

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとす
る態度と生命を尊重する心情や人と自然環境の調和に寄与し
ようとする心情を養う。

目標のうち「学びに向かう力・人間性」について

総則・評価特別部会での議論
＊中・高学習指導要領解説
理科編より

＊「科学的に探究」に
含まれる３要素については、
本図を改正して盛り込む
こととしてはどうか

①②を踏まえ

理
科
で
検
討

以下②に該当

以下①に該当
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議
題
１

議
題
２



（
現
行
）

（
改
訂
案
）

理科の見方・考え方について

●●（当該教科で扱う事象や対象）を●●（当該教科固有の物事を捉える視点）の視点から捉え（に着目して捉
え）、●●（当該教科固有の考え方や判断の仕方）すること。

【小学校】
身近な自然の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な
視点で捉え，比較したり，関係付けたりするなどの問題解決の方法を用いて考えること

【中学校・高等学校】
自然の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で
捉え，比較したり，関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えること

【小・中・高等学校】
自然や社会の事象・言説を、自然科学的な視点から捉え、観察・実験の結果や科学的知見
などに基づいて、客観的、論理的、批判的に考察すること

9

⚫教科としての一貫性に鑑み、引き続き、小・中・高等学校で、文言の統一を図ってはどうか。

⚫その際、教科で扱う対象について、現行では「（身近な）自然の事物・現象」に限定されているが、より
社会との接続を意識した規定ぶりとしてはどうか。

⚫また、「各教科等を学ぶ本質的な意義の中核」に焦点化するという全体的な方向性を踏まえれば、社会
におけるクリティカル・シンキング（批判的思考）の重要性の高まりを踏まえるべきではないか。

⚫加えて、教科固有の視点について「質的・量的な関係や時間的・空間的な関係」のみが例示されている
ことをどう考えるか。

具体的内容は各校種・科目の解説で説明することとしてはどうか

議
題
１

議
題
２



目標

～以下の資質・能力を育成することを目指す。
（ 目標での見方・考え方の記載ぶりは別途検討）

知・技 思・判・表 学・人

内容

知・技 思・判・表

中核的な概念の
深い理解（仮）

複雑な課題の解決
（仮）

改善イメージ

②本質的意義

教科の本質的な意
義に焦点化して端的
に示すことで教科を
学ぶ本質的な意義
を分かりやすく本則上
で示すことができる

学びの深まりは
中核的な概念
等による構造化
の中で、内容に
即して具体的に
示す

今後の見方・考え方の役割の改善イメージ

主体的・対話的
で深い学び

学ぶ過程

中核的な概念等による学習
指導要領の内容の構造化で、
学びの深まりを一層具体的
に示す

②各教科等を学ぶ本質的な意義
の中核
各教科等の資質・能力が身に付く
中で、様々な世の中を見る視点
や考え方が豊かになり、よりよい社
会や幸福な人生に繋げていけるこ
とを見方・考え方によって示す

①各教科等の学びの深まり

(例）関数を使えば未知の状況
を予測できる

(例)二つの数量の変化・対応
関係を見出し、式やグラフ
を用いて考察する

（例）現実の事象を数式でモデル化し
、未知の状況を予測して、具
体的な解決策を選択する

(例)比例・反比例の理解、一
次方程式の解き方

(例) 事象を、数量や図形及びそれらの関係などに着目して

捉え、論理的、統合的・発展的に考える
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学びの成果

資質・能力

中核的な
概念の深い理
解・複雑な課
題の解決

（※1）

が身に付く

よ
り
よ
い
社
会

幸
福
な
人
生

が徐々に資質・能力の育成
を導くようになるとともに（※2） 、

よりよい社会や
幸福な人生に繋げていける

資質・能力 見方・考え方

資質・能力 見方・考え方

資質・能力 見方・考え方

算数・数学

国語

社会

学びの意義

※従前の見方・考え方の整理は、見方・考え方が資質・能力の一部と誤解される遠因となっていたことから改善を図り、見方・考え方は、資質・能力（中核的な概
念等を含む）の育成を的確な方向性に導くとともに、よりよい社会や幸福な人生に繋げていける学びの本質的な意義として整理する

学ぶ過程の中で

見方・考え方

（※1）「複雑な課題の解決」は、一定のまとまりごとに、知識・技能を総合的に使いこなして、思考・判断・表現できる力を意味
する一方、見方・考え方は、各教科等それぞれの本質的な意義を端的に示す

（※2）見方・考え方は、資質・能力が育成される中で、徐々に個々の児童生徒の中で明確となりつつ、「灯台」のように資質・
能力の育成を導くもの

各教科等

①学びの深まり

【参考】教育課程企画特別部会
論点整理 抜粋

（黄色マーカーのみ追加）

議
題
１

議
題
２



【参考】 現行の「見方・考え方」について
（H28.12.21中教審答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」）
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⚫見方（様々な事象等を捉える各教科等ならではの視点）については、理科を構成する 領域ごとの特
徴を見いだすことが可能であり、別添５-３のとおり、「エネルギー」領域 では、自然の事物・現象を主と
して量的・関係的な視点で捉えることが、「粒子」領域で は、自然の事物・現象を主として質的・実体
的な視点で捉えることが、「生命」領域では、 生命に関する自然の事物・現象を主として多様性と共通
性の視点で捉えることが、「地球」 領域では、地球や宇宙に関する自然の事物・現象を主として時間
的・空間的な視点で捉 えることが、それぞれの領域における特徴的な視点として整理することができ
る。

⚫ただし、これらの特徴的な視点はそれぞれの領域固有のものではなく、その強弱はあるものの他の領域に
おいて用いられる視点でもあり、また、これら以外の視点もあることについて留意することが必要である。こ
れらを踏まえれば、理科という教科全体としての見方を単に列挙するのではなく、科学的な視点の例
示として主なものを掲げることが適当と考えられる。

⚫また、理科の学習における考え方については、探究の過程を通じた学習活動の中で、比較したり、関
係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて、事象の中に何らかの関連性や規則性、因果
関係等が見いだせるかなどについて考えることであると思われる。この「考え方」は、物事をどのように考え
ていくのかということであり、資質・能力としての思考力や態度とは異なることに留意が必要である。

⚫以上を踏まえ、「理科の見方・考え方」については、「自然の事物・現象を、質的・量的な関係や時間
的・空間的な関係などの科学的な視点で捉え、比較したり、関係付けたりするなどの科学的に探究する
方法を用いて考えること」（中学校の例）と整理することができる。

別添は次頁へ

議
題
１

議
題
２
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別添５-３前頁から続く

次頁へ続く

議
題
１

議
題
２
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前頁から続く

議
題
１

議
題
２



クリティカル・シンキングは、アイデアや解決策を問い直し評価する能力と定義される。これは高次の認知スキル
であり、帰納的推論と演繹的推論、分析、推論、評価を含む。クリティカル・シンキングの基盤となる認知能力
は、特定の知識分野や専門分野における一般的又は具体的な問題解決の文脈の中で発達する。知識を活用
し、論理と推論を用いるとき、数学では、問題を理解しようとするためにクリティカル・シンキングや確率論的思考が
必要となる。例えば、金銭的な問題では、大量購入が短期的・長期的に有益か否か、あるいは手が出ないかを
判断する必要がある。一方で、クリティカル・シンキングは数学によって強化され、例えばパターンの異常やデータの
警戒すべき傾向に気づいたり、統計指標の不適切な使用を疑問視することを可能にする。

（出典）OECD(2023). THE FUTURE OF EDUCATIONAND SKILLS : OECD Learning Compass for Mathematics.を元に、文部科学省で仮訳

クリティカル・シンキングは、CCM演習において、アイデアや解決策を問い直し評価するものと定義される。この定義
には、メタ認知、社会的・情緒的スキル（文化的文脈における内省と評価）、態度と価値観（道徳的判断と
自己の価値観との統合）、ならびに経験、観察、分析、概念化、統合、評価、内省、伝達といった多くの認知
スキルの組み合わせが包含されている。クリティカル・シンキングは高次認知スキルであり、帰納的・演繹的推論、
正確な分析・推論・評価を含む。クリティカル・シンキングは、数学を含むカリキュラムの様々な学習領域に見ら
れる、最も頻繁に組み込まれる横断的コンピテンシーの一つである。数学において不可欠な能力であり、概念へ
の深い関与、解答の評価、体系的かつ論理的な問題解決アプローチを可能にし、効果的な意思決定・論理的
思考・適応力（いずれも個人的・職業的文脈で必須の資質）の強固な基盤を構築する。

（出典）OECD 2024 An Evolution of Mathematics Curriculum WHERE IT WAS, WHERE IT STANDS AND WHERE IT IS GOING を元に、文部科学省で仮訳

【参考】クリティカル・シンキング（批判的思考）
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議
題
１

議
題
２



議題２ 理科における学習内容と
高次の資質・能力について

15

議
題
２

議
題
１



理科における学習内容と高次の資質・能力について①

16

１．学習内容の再整理と一層の構造化

【表形式化の具体的な形式】

⚫ 理科は知識・技能の内容の系統性が明確であり、内容のまと
まりに対応した固有の思考力・判断力・表現力が想定しやす
い。このため並列パターンでの表形式化が適当ではないか。

【区分とその名称】

⚫ 現行学習指導要領では、中学校において２つの「分野」を定
め、学習指導要領解説では、小・中学校において４つの「領
域」を定めている。

⚫ 学習指導要領の中で内容の構造化を図るという観点からは、
現行の２分野４領域を４分野に再編してはどうか。その際、
現行の４領域の名称をそのまま使用するのではなく、学校段
階間のつながりや学習内容の学問的系統性をより明確にする
観点から、高校の科目名と合わせることとしてはどうか。

⚫ その上で、資質・能力に関する教師の理解を容易にする観点
から、各「分野」をさらに３つ程度の区分に分類してはどうか。

【共通的な学習内容】

⚫ 学問分野にとらわれない科学的思考・方法の基本についてメ
タ的・体系的に学ぶ内容や、理科の学習と研究・社会とのつ
ながりについて学ぶ内容が各学校段階で十分存在しないこと
をどう考えるか。
（具体例）
・科学とは何か（仮説を不断に検証する営みであること等）
・検証の方法（実験では条件制御が必要であること等）
・研究倫理（捏造、改ざん、盗用は、なぜいけないのか等）
・理科の学習内容と、研究・社会とのつながり

【分野横断的な内容】
⚫ エネルギー問題や環境問題など、特定の分野・領域に限定で

きない科学的な社会課題が増えている中、個別の分野・領
域の既習事項をもとに、分野横断的な課題について学ぶ学
習内容は、高次の資質・能力を身に付ける上でも重要。一
方、小学校では分野横断的な学習内容が存在しない。
（現行）
・小学校における分野横断的な内容： 無し
・中学校における分野横断的な内容：
（7）科学技術と人間

第１分野の （ｱ）エネルギーと物質
第２分野の （ｱ）生物と環境
両分野共通の（ｲ）自然環境の保全と科学技術の利用

・ 高等学校における分野横断的な内容：科目「科学と人間生活」

⚫ 小学校については、学習内容の総量を増加させない範囲内
で、エネルギー問題や環境問題など、物理・化学・生物・地学
の分野を横断する学習内容（理科と日常生活（仮称））
を設けてはどうか。

⚫ 中学校については、分野横断的な学習内容を維持するととも
に、高等学校については、引き続き、科目「科学と人間生活」
や、各科目における領域横断的な単元において、分野横断
的な学習を行うこととしてはどうか。

【個別の学習内容】

⚫ 高校卒業時に社会で必要となる理科的な概念を獲得できる
ようにする観点や、小中高を通貫した系統性確保という観点
から、学習内容について見直すべき点はあるか。

議
題
２

議
題
１



⚫高次の資質・能力と学習内容の系統的な発展をわかりやすく
提示するためにも、新たな４つの「分野」の下にそれぞれ設ける
３つの区分ごとに、高次の資質・能力と学習内容を整理して
はどうか。

⚫また、学校段階や学年、科目など、どのような単位で高次の資
質・能力を示すかについては、
・小中学校は学校修了段階で獲得してほしい高次の資質・能
力を示すことができる一方で、
・高等学校は学校・生徒によって履修する科目及び履修する
学年等が大きく異なる
ことから、
・小学校については、第３～第６学年の４年間を通して示す
・中学校については、第１～第３学年の３年間を通して示す
・高等学校ついては、各科目ごとに示す
こととしてはどうか。

⚫ 高次の資質・能力については、①理科の本質的な意義や背
景にある学問的な系統性から演繹的に導かれる側面（４．
までの議論と関係）と、②個別の学習内容をより深く習得す
るために帰納的に導かれる側面の２つがある。このため、高次
の資質・能力と個別の学習内容については今後随時往還し
ながら検討を深めてはどうか。
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２．高次の資質・能力の整理

理科における学習内容と高次の資質・能力について②

議
題
２

議
題
１



「タテ・ヨコの関係」の可視化による「深い学び」の具現化

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

個別の知識や技能
(例）

中核的な概念の深い理解

(例) 関数を使えば未知の状況を予測できる

個別の知識や技能が
中核的な概念と結びついて
相互に関連付けられる

＜生きて働く＞

他の学習や生活の場面でも活用できる

個別の思考力、判断力、表現力等

(例) ・二つの数量の変化・対応関係を見いだし、式やグラフ
を用いて考察する

・現実の事象にある二つの数量の関係を関数と仮定し
て処理したりその結果に基づいて判断する

複雑な課題の解決

（例）現実の事象を数式でモデル化し、未知の状況を
予測して、具体的な解決策を選択する

＜未知の状況にも対応できる＞

知識・技能を活用しながら、未知の場面でも課題を解決できる

・比例・反比例の理解
・一次方程式の解き方
・二元一次方程式を関数としてみなせることの理解
・現実の事象を関数でモデル化できることの理解
・二次関数でモデル化できる事象があることの理解

「タテ」
の関係① 「ヨコ」

の関係

⚫知識の理解も、それが生きて働くように深く学ぶことが重要（タテの関係①）。思考力・判断力・表現力等も、社会や生活で直面する
未知の状況でも課題解決に繋げていけるよう「質」を高めることが重要（タテの関係②）

⚫ある程度の知識・技能なしに思考・判断・表現することは難しいし、思考・判断・表現を伴う学習活動なしに、知識の深い理解と技能の
確かな定着は難しい（ヨコの関係）
こうした「タテ・ヨコの関係」を学習指導要領上で可視化することにより、資質・能力の関係性の理解や、それらを一体的に育成す
るための教師の単元づくりを助け、「深い学び」を授業で具現化しやすくする

18

「タテ」
の関係②

複雑な課題の解決に向け
て、個別の思考力・判断
力・表現力等を総合的に
働かせる

【参考】教育課程企画特別部会
論点整理 抜粋

議
題
２

議
題
１
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分野 （中学校）第１分野 （中学校）第２分野

領域 エネルギー 粒子 生命 地球

小
学
校

・風とゴムの力の働き ・光と音の性質
・磁石の性質 ・電気の通り道
・電流の働き ・振り子の運動
・電流がつくる磁力 ・てこの規則性
・電気の利用

・物と重さ ・空気と水の性質
・金属，水，空気と温度
・物の溶け方 ・燃焼の仕組み
・水溶液の性質

・身の回りの生物
・人の体のつくりと運動 ・季節と生物
・植物の発芽，成長，結実
・動物の誕生 ・人の体のつくりと働き
・植物の養分と水の通り道
・生物と環境

・太陽と地面の様子
・雨水の行方と地面の様子
・天気の様子 ・月と星
・流れる水の働きと土地の変化
・天気の変化 ・土地のつくりと変化
・月と太陽

中
学
校

・身近な物理現象
・電流とその利用
・運動とエネルギー
・科学技術と人間【分野横断】

・身の回りの物質
・化学変化と原子・分子
・化学変化とイオン
・科学技術と人間【分野横断】

・いろいろな生物とその共通点
・生物の体のつくりと働き
・生命の連続性
・科学技術と人間【分野横断】

・大地の成り立ちと変化
・気象とその変化
・地球と宇宙
・科学技術と人間【分野横断】

高
等
学
校

《物理基礎》
・物体の運動とエネルギー
・様々な物理現象とエネルギーの利用

《化学基礎》
・化学と人間生活
・物質の構成
・物質の変化とその利用

《生物基礎》
・生物の特徴
・ヒトの体の調節
・生物の多様性と生態系

《地学基礎》
・地球のすがた
・変動する地球

《物理》
・様々な運動
・波
・電気と磁気
・原子

《化学》
・物質の状態と平衡
・物質の変化と平衡
・無機物質の性質
・有機化合物の性質
・化学が果たす役割

《生物》
・生物の進化
・生命現象と物質
・遺伝情報の発現と発生
・生物の環境応答
・生態と環境

《地学》
・地球の概観
・地球の活動と歴史
・地球の大気と海洋
・宇宙の構造

分野 物理分野 化学分野 生物分野 地学分野

理科の分野・領域の再編について

（
現
行
）

⚫系統性確保の観点から、現行の２分野４領域を４分野に再編してはどうか。

（
改
訂
案
）

議
題
２

議
題
１



分野 （中学校）第１分野 （中学校）第２分野

領域 エネルギー 粒子 生命 地球

エネル
ギー
の捉え
方

エネル
ギーの
変換
と
保存

エネル
ギー資
源の有
効利用

粒子
の
存在

粒子
の
結合

粒子
の
保存
性

粒子
の持
つエ
ネル
ギー

生物の
構造と
機能

生命の
連続性

生物と
環境の
関わり

地球の
内部と
地表面
の変動

地球の
大気と
水の
循環

地球と
天体の
運動

分野 物理分野 化学分野 生物分野 地学分野

区分
作用
と
変化

保存
と

エネル
ギー変換

空間
における
伝搬

物質
の
構成

物質
の
性質

物質
の

化学変
化

生物の
構造と
機能

生命の
連続性

生物と
環境の
関わり

地球の
内部と
地表面
の変動

地球の
大気と
水の
循環

地球と
天体の
運動

横断的
学習
内容例
※

(中学校) エネルギーと物質 (中学校) 生物と環境

(小学校) 理科と日常生活（仮称）【新設】
(中学校) 自然環境の保全と科学技術の利用

⚫資質・能力に関する教師の理解を容易にする観点から、各「分野」をさらに３つ程度の区分に分類し
てはどうか（各区分の考え方については次頁のとおり）。

⚫この際、学問分野の横断性については「区分」と学習内容において確保することとしてはどうか。

理科の各分野の区分について①

（
現
行
）

（
改
訂
案
）

20※学習内容例については現行学習指導要領をベースとしたものであり、今後の議論で見直しがありうる。

議
題
２

議
題
１



理科の各分野の区分について②

21

区分 作用と変化 保存とエネルギー変換 空間における伝搬

（区分
の

説明）

「物理現象における作用によって対象の状態はど
のように変化するのか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：ニュートン力学、電磁気学

「物理現象においてどのような保存則が存在する
のか、また、エネルギー変換とはどのようなものなの
か」を学ぶ

（参考）主な学問領域：ニュートン力学、電磁気学、
熱力学、原子核物理学、素粒子物理学

「空間における伝わり方にはどのような特徴や性
質があるのか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：波動、電磁気学、光学

区分 物質の構成 物質の性質 物質の化学変化

（区分
の

説明）

「物質はどのような粒子によって構成されているの
か」を学ぶ

（参考）主な学問領域：分析化学 物理化学

「物質の性質は何によって特徴付けられるのか」
を学ぶ

（参考）主な学問領域：構造化学 高分子化学

「粒子の組合せや結び付き方の変化には、どのよ
うな規則性や特徴があるのか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：無機化学 有機化学

区分 生物の構造と機能 生命の連続性 生物と環境の関わり

（区分
の

説明）

「生物の体はどのような構造（つくり）でできてい
るか、また、その機能（働き）はどのようなもの
か」を学ぶ

（参考）主な学問領域：細胞学、生理学

「生物はどのように成長して子孫を残すのか、また、
生物はどのように進化してきたか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：発生学、遺伝学、進化学

「生物と環境の間にはどのような関係性があるか、
また、その関係性が変化するとどうなるか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：生態学

区分 地球の内部と地表面の変動 地球の大気と水の循環 地球と天体の運動

（区分
の

説明）

「地球の内部は、どのような構造となっているか、
また、地表にどのような変化をもたらすのか」を学
ぶ

（参考）主な学問領域：地質学、岩石学、
地球物理学

「天気はどのように変化するのか、また、大気や海
洋の間にはどのような関係性があるか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：気象学、海洋学

「宇宙にはどのような天体があるか、また、地球を
含む天体はどのように動いているか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：宇宙物理学、天文学

〇物理分野

〇化学分野

〇生物分野

〇地学分野

議
題
２

議
題
１



区分 作用と変化 保存とエネルギー変換 空間における伝搬

（区分
の

説明）

「物理現象における作用によって対象の状態はどのよう
に変化するのか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：ニュートン力学、電磁気学

「物理現象においてどのような保存則が存在するのか、
また、エネルギー変換とはどのようなものなのか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：ニュートン力学、電磁気学、
熱力学、原子核物理学、素粒子物理学

「空間における伝わり方にはどのような特徴や性質があ
るのか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：波動、電磁気学、光学

小
学
校

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

力には種類があること、力
が働くと運動が変化するこ
とを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、物理現象の
特徴を見いだして表現する
ことができる。

電流の流れ方には特徴が
あること、エネルギーは変換
できることを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、物理現象の
特徴を見いだして表現する
ことができる。

光と音は空間を伝わり、そ
の伝わり方には特徴がある
ことを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、物理現象の
特徴を見いだして表現する
ことができる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表

・力の働き
・磁石の性質
・電流が作る磁力
・てこの規則性
・理科と日常生活（仮称）
【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通
して、作用と変化についての
特徴を見いだして表現するこ
と。

・電気の通り道
・光と音の性質
・電流の働き
・電気の利用
・理科と日常生活（仮称）
【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通
して、保存とエネルギー変換に
ついての特徴を見いだして表
現すること。

・光と音の性質
・理科と日常生活（仮称）
【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通
して、空間における伝搬につい
ての特徴を見いだして表現す
ること。

中
学
校

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

〇力は物体の運動状態を
変化させることを理解する。
○電流と磁場には関係が
あることを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、物理現象の
特徴を見いだして表現する
ことができる。

○電気回路における電圧、
電流及び抵抗の間には
規則性があることを理解
する。
○エネルギーは変換された
り保存されたりすることを
理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、物理現象の
特徴を見いだして表現する
ことができる。

光と音の伝わり方には規則
性があることを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、物理現象の
特徴を見いだして表現する
ことができる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表

・力の働き
・電流
・電流と磁場
・力のつり合いと合成・分解
・運動の規則性
・自然環境の保全と科学技
術の利用【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通
して、作用と変化についての
特徴を見いだして表現するこ
と。

・電流
・力学的エネルギー
・エネルギーと物質【分野横
断】
・自然環境の保全と科学技
術の利用【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通
して、保存とエネルギー変換に
ついての特徴を見いだして表
現すること。

・光と音
・エネルギーと物質【分野横
断】
・自然環境の保全と科学技
術の利用【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通
して、空間における伝搬につい
ての特徴を見いだして表現す
ること。

理科の「高次の資質・能力」（物理分野）（案）

高校は次頁へ 22

※学習内容については現行学習指導要領をベースとしたものであり、今後の議論で見直しがありうる。

※本表は検討の便宜上のもの。「高次の資質・能力」は区分ごとに定めるが、「学習内容」は区分横断的なものも存在。

議
題
２

議
題
１



区分 作用と変化 保存とエネルギー変換 空間における伝搬

（区分
の

説明）

「物理現象における作用によって対象の状態はどのよ
うに変化するのか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：ニュートン力学、電磁気学

「物理現象においてどのような保存則が存在するの
か、また、エネルギー変換とはどのようなものなのか」を
学ぶ

（参考）主な学問領域：ニュートン力学、電磁気学、
熱力学、原子核物理学、素粒子物理学

「空間における伝わり方にはどのような特徴や性質が
あるのか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：波動、電磁気学、光学

高
等
学
校

物
理
基
礎

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

物体に作用する力と物体
の運動状態との間には規
則性があることを理解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、物理現象
の特徴を見いだして表現
することができる。

エネルギーは変換されたり
保存されたりすることを理
解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、物理現象
の特徴を見いだして表現
することができる。

波は振動の伝搬であるこ
とを理解する

科学的に探究する学習
活動を通して、物理現象
の特徴を見いだして表現
することができる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表

・運動の表し方
・様々な力とその働き
・物理学が拓く世界

観察、実験や資料に基づ
いて分析し解釈する活動
などを通して、作用と変化
についての特徴を見いだし
て表現すること。

・力学的エネルギー
・熱
・電気
・エネルギーとその利用
・物理学が拓く世界

観察、実験や資料に基づ
いて分析し解釈する活動
などを通して、保存とエネル
ギー変換についての特徴を
見いだして表現すること。

・波
・物理学が拓く世界

観察、実験や資料に基づ
いて分析し解釈する活動
などを通して、空間におけ
る伝搬についての特徴を見
いだして表現すること。

物
理

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

○力学的な力と電磁気学
的な力には共通性がある
ことを理解する。
○荷電と電場や磁場との
間には、規則性があること
を理解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、物理現象
の特徴を見いだして表現
することができる。

○運動量やエネルギーは
保存することを理解する。
○直流回路と交流回路
には特徴があることを理
解する。
○質量とエネルギーには
等価性があることを理解
する。

科学的に探究する学習
活動を通して、物理現象
の特徴を見いだして表現
することができる。

○波で生じる現象を理解
する。
○電子や光は波と粒子
の二重性をもつことを理
解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、物理現象
の特徴を見いだして表現
することができる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表

・様々な運動
・電気と磁気
・原子

観察、実験や資料に基づ
いて分析し解釈する活動
などを通して、作用と変化
についての特徴を見いだし
て表現すること。

・様々な運動
・電気と磁気
・原子

観察、実験や資料に基づ
いて分析し解釈する活動
などを通して、保存とエネル
ギー変換についての特徴を
見いだして表現すること。

・波
・電気と磁気
・原子

観察、実験や資料に基づ
いて分析し解釈する活動
などを通して、空間におけ
る伝搬についての特徴を見
いだして表現すること。

前頁から続く

23

議
題
２

議
題
１



区分 物質の構成 物質の性質 物質の化学変化

（区分
の

説明）

「物質はどのような粒子によって構成されているのか」を
学ぶ

（参考）主な学問領域：分析化学 物理化学

「物質の性質は何によって特徴付けられるのか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：構造化学 高分子化学

「粒子の組合せや結び付き方の変化には、どのような規
則性や特徴があるのか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：無機化学 有機化学

小
学
校

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

物質が粒子で構成されて
いることを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、物質の特徴を
見いだして表現することが
できる。

空気や水、金属の性質に
は共通点や相違点がある
ことを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、物質の特徴を
見いだして表現することが
できる。

化学反応によって物質が
変化することを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、物質の特徴を
見いだして表現することが
できる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表

・物と重さ
・空気と水の性質
・金属，水，空気と温度
・物の溶け方
・燃焼の仕組み
・理科と日常生活（仮称）
【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通
して、物質の構成の特徴を見
いだして表現すること。

・空気と水の性質
・金属，水，空気と温度
・物の溶け方
・燃焼の仕組み
・水溶液の性質
・理科と日常生活（仮称）
【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通
して、物質の性質の特徴を見
いだして表現すること。

・燃焼の仕組み
・水溶液の性質
・理科と日常生活（仮称）
【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通
して、物質の化学変化の特
徴を見いだして表現すること。

中
学
校

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

物質を、原子・分子、イオ
ンと関連付けて理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、物質の特徴を
見いだして表現することが
できる。

物質の性質は、原子や分
子の状態によって変化する
ことを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、物質の特徴を
見いだして表現することが
できる。

化学反応においては、反
応の前後で原子の数が保
存されること、反応には熱
が関係していることを理解
する。

科学的に探究する学習活
動を通して、物質の特徴を
見いだして表現することが
できる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表

・水溶液
・物質の成り立ち
・水溶液とイオン
・化学変化と電池
・エネルギーと物質【分野横
断】
・自然環境の保全と科学技
術の利用【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通
して、物質の構成の特徴を見
いだして表現すること。

・物質のすがた
・状態変化
・化学変化
・水溶液とイオン
・化学変化と電池
・エネルギーと物質【分野横
断】
・自然環境の保全と科学技
術の利用【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通
して、物質の性質の特徴を見
いだして表現すること。

・化学変化
・化学変化と物質の質量
・水溶液とイオン
・化学変化と電池
・エネルギーと物質【分野横
断】
・自然環境の保全と科学技
術の利用【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通
して、物質の化学変化の特
徴を見いだして表現すること。

理科の「高次の資質・能力」（化学分野）（案）

高校は次頁へ

24

※学習内容については現行学習指導要領をベースとしたものであり、今後の議論で見直しがありうる。

※本表は検討の便宜上のもの。「高次の資質・能力」は区分ごとに定めるが、「学習内容」は区分横断的なものも存在。

議
題
２

議
題
１



区分 物質の構成 物質の性質 物質の化学変化

（区分
の

説明）

「物質はどのような粒子によって構成されているのか」を
学ぶ

（参考）主な学問領域：分析化学 物理化学

「物質の性質は何によって特徴付けられるのか」を学
ぶ

（参考）主な学問領域：構造化学 高分子化学

「粒子の組合せや結び付き方の変化には、どのよう
な規則性や特徴があるのか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：無機化学 有機化学

高
等
学
校

化
学
基
礎

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

○原子の性質は、原子核
を構成する陽子と中性子、
電子配置により特徴付け
られることを理解する。
○物質の量を原子や分子
などの個数として捉えるこ
とを理解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、物質の特
徴を見いだして表現する
ことができる。

○物質の性質は、元素
の組成や構成原子の
電子の状態により特徴
付けられることを理解す
る。
○物質の状態は、構成
する原子や分子の熱運
動と関係があることを理
解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、物質の特
徴を見いだして表現する
ことができる。

〇化学反応は、物質量
（原子や分子の数）
で捉える必要があること
理解する。
〇化学反応は、物質間
の電子の授受が関係し
ていることを理解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、物質の特
徴を見いだして表現する
ことができる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表

・化学と物質
・物質の構成粒子
・物質量と化学反応式
・化学が拓く世界

観察、実験や資料に基づい
て分析し解釈する活動など
を通して、物質の構成の特
徴を見いだして表現すること。

・化学と物質
・物質と化学結合
・物質量と化学反応式
・化学反応
・化学が拓く世界

観察、実験や資料に基づい
て分析し解釈する活動など
を通して、物質の性質の特
徴を見いだして表現すること。

・物質量と化学反応式
・化学反応
・化学が拓く世界

観察、実験や資料に基づい
て分析し解釈する活動など
を通して、物質の化学変化
の特徴を見いだして表現す
ること。

化
学

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

元素は、電子配置の特徴
によって整理できることを理
解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、物質の特
徴を見いだして表現する
ことができる。

〇物質の状態とその変化
は、分子間力や化学結
合、状態間の平衡と関
係があることを理解する。
〇無機物質や有機化合
物の性質を理解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、物質の特
徴を見いだして表現する
ことができる。

〇物質の化学反応は、エ
ネルギーや化学平衡と
関係があることを理解す
る。
〇無機物質や有機化合
物における反応の特徴
を理解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、物質の特
徴を見いだして表現する
ことができる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表

・無機物質の性質
・有機化合物の性質
・化学が果たす役割

観察、実験や資料に基づい
て分析し解釈する活動など
を通して、物質の構成の特
徴を見いだして表現すること。

・物質の状態と平衡
・無機物質の性質
・有機化合物の性質
・化学が果たす役割

観察、実験や資料に基づい
て分析し解釈する活動など
を通して、物質の性質の特
徴を見いだして表現すること。

・物質の変化と平衡
・無機物質の性質
・有機化合物の性質
・化学が果たす役割

観察、実験や資料に基づい
て分析し解釈する活動など
を通して、物質の化学変化
の特徴を見いだして表現す
ること。

前頁から続く

25

議
題
２

議
題
１



区分 生物の構造と機能 生命の連続性 生物と環境の関わり

（区分
の

説明）

「生物の体はどのような構造（つくり）でできているか、
また、その機能（働き）はどのようなものか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：細胞学、生理学

「生物はどのように成長して子孫を残すのか、また、生
物はどのように進化してきたか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：発生学、遺伝学、進化学

「生物と環境の間にはどのような関係性があるか、また、
その関係性が変化するとどうなるか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：生態学

小
学
校

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

生物には基本的な体のつく
りと働きがあることを理解す
る。

科学的に探究する学習活
動を通して、生物や生物
現象の特徴を見いだして
表現することができる。

植物と動物の成長の過程
を通して、生命の連続性が
あることを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、生物や生物
現象の特徴を見いだして
表現することができる。

生物と環境の間には関係
性があることを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、生物や生物
現象の特徴を見いだして
表現することができる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表
・身の回りの生物
・ヒトの体のつくりと運動
・ヒトの体のつくりと働き
・植物の植物の養分と水の通り
道

・理科と日常生活（仮称）【分
野横断】

観察、実験や資料に基づいて分
析し解釈する活動などを通して、
生物の構造と機能についての特
徴を見いだして表現すること。

・身の回りの生物
・季節と生物
・植物の発芽、成長、結実
・動物の誕生
・理科と日常生活（仮称）【分
野横断】

観察、実験や資料に基づいて分
析し解釈する活動などを通して、
生命の連続性についての特徴を
見いだして表現すること。

・身の回りの生物
・季節と生物
・生物と環境
・理科と日常生活（仮称）【分
野横断】

観察、実験や資料に基づいて分
析し解釈する活動などを通して、
生物と環境の関わりについての特
徴を見いだして表現すること。

中
学
校

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

〇生物は多様であるが、
共通点をもつことを理解
する。
〇生物の体のつくりと働き
には特徴や関係性があり、
これらのつくりと働きによっ
て生命活動が行われてい
ることを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、生物や生物
現象の特徴を見いだして
表現することができる。

生物の殖え方、遺伝現象、
生物の進化には特徴や規
則性、関係性があり、生命
の連続性があることを理解
する。

科学的に探究する学習活
動を通して、生物や生物
現象の特徴を見いだして
表現することができる。

〇自然界には、生物どうし
の関係や生物と環境との
間に関係があることを理
解する。
〇自然界のつり合いが重
要であることを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、生物や生物
現象の特徴を見いだして
表現することができる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表
・生物の観察と分類の仕方
・生物の体の共通点と相違点
・生物と細胞
・植物の体のつくりと働き
・動物の体のつくりと働き
・自然環境の保全と科学技術の
利用 【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて分
析し解釈する活動などを通して、
生物の構造と機能についての特
徴を見いだして表現すること。

・生物の観察と分類の仕方
・生物と細胞
・生物の成長と殖え方
・遺伝の規則性と遺伝子
・生物の種類の多様性と進化
・自然環境の保全と科学技術の
利用 【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて分
析し解釈する活動などを通して、
生命の連続性についての特徴を
見いだして表現すること。

・生物の観察と分類の仕方
・生物と環境 【分野横断】
・自然環境の保全と科学技術の
利用 【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて分
析し解釈する活動などを通して、
生物と環境の関わりについての特
徴を見いだして表現すること。

理科の「高次の資質・能力」（生物分野）（案）

高校は次頁へ
26

※学習内容については現行学習指導要領をベースとしたものであり、今後の議論で見直しがありうる。

※本表は検討の便宜上のもの。「高次の資質・能力」は区分ごとに定めるが、「学習内容」は区分横断的なものも存在。

議
題
２

議
題
１



区分 生物の構造と機能 生命の連続性 生物と環境の関わり

（区分
の

説明）

「生物の体はどのような構造（つくり）でできているか、
また、その機能（働き）はどのようなものか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：細胞学、生理学

「生物はどのように成長して子孫を残すのか、また、
生物はどのように進化してきたか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：発生学、遺伝学、進化学

「生物と環境の間にはどのような関係性があるか、ま
た、その関係性が変化するとどうなるか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：生態学

高
等
学
校

生
物
基
礎

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

〇生物は多様でありながら、
「細胞が基本的な単位で
ある」、「エネルギーを利用
する」という共通性をもって
いることを理解する。
〇ヒトの体は、神経系と内分
泌系による調節や免疫の
働きなどによって調節され、
生命活動が行われているこ
とを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、生物や生物
現象の特徴を見いだして
表現することができる。

生物は多様でありながら、
「遺伝物質としてDNAがあ
り自己複製する」という共
通性をもっていることを理解
する。

科学的に探究する学習活
動を通して、生物や生物
現象の特徴を見いだして
表現することができる。

〇生態系における、生物
の多様性及び生物と環
境との関係性を理解する。
〇生態系の保全の重要
性について理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、生物や生物
現象の特徴を見いだして
表現することができる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表
・生物の特徴
・神経系と内分泌系による調節
・免疫

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通し
て、生物の構造と機能について
の特徴を見いだして表現するこ
と。

・生物の特徴
・遺伝子とその働き

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通し
て、生命の連続性についての特
徴を見いだして表現すること。

・生物の特徴
・植生と遷移
・生態系とその保全

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通し
て、生物と環境の関わりについ
ての特徴を見いだして表現する
こと。

生
物

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

〇生物の体内には生命を維
持するために必要な物質
や細胞があり、そこで化学
反応が起こることによって生
命活動が行われていること
を理解する。
〇生物は環境変化に対して
反応したり、行動したりする
ことを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、生物や生物
現象の特徴を見いだして
表現することができる。

〇生物の進化は蓄積され
た遺伝子の変化の結果
であることを理解する。
〇遺伝子の情報が発現す
ることによって細胞や生物
が特有の性質をもつこと
を理解する。
〇発生は遺伝子発現が
関わっていることを理解す
る。

科学的に探究する学習活
動を通して、生物や生物
現象の特徴を見いだして
表現することができる。

〇生態系における個体群
内の関係性と個体群間
の関係性を理解する。
〇生態系における物質生
産と物質循環を理解す
る。

科学的に探究する学習活
動を通して、生物や生物
現象の特徴を見いだして
表現することができる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表
・生物の進化
・生命現象と物質
・生物の環境応答

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通し
て、生物の構造と機能について
の特徴を見いだして表現するこ
と。

・生物の進化
・遺伝情報の発現と発生

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通し
て、生命の連続性についての特
徴を見いだして表現すること。

・生物の進化
・生物の環境応答
・生態と環境

観察、実験や資料に基づいて
分析し解釈する活動などを通し
て、生物と環境の関わりについ
ての特徴を見いだして表現する
こと。

前頁から続く

27

議
題
２

議
題
１



区分 地球の内部と地表面の変動 地球の大気と水の循環 地球と天体の運動

（区分
の

説明）

「地球の内部は、どのような構造となっているか、また、
地表にどのような変化をもたらすのか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：地質学、岩石学、地球物理学

「天気はどのように変化するのか、また、大気や海洋の
間にはどのような関係性があるか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：気象学、海洋学

「宇宙にはどのような天体があるか、また、地球を含む天
体はどのように動いているか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：宇宙物理学、天文学

小
学
校

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

流水の働きや火山、地震
などによって、地表が変化
することを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、地球や地球を
取り巻く環境の特徴を見い
だして表現することができる。

天気が時間とともに変化す
ることを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、地球や地球を
取り巻く環境の特徴を見い
だして表現することができる。

太陽や月などの天体があり、
それらが見える位置は時間
とともに移動することを理解
する。

科学的に探究する学習活
動を通して、地球や地球を
取り巻く環境の特徴を見い
だして表現することができる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表
・雨水の行方と地面の様子
・流れる水の働きと土地の変化
・土地のつくりと変化
・理科と日常生活（仮称）【分
野横断】

観察、実験や資料に基づいて分
析し解釈する活動などを通して、
地球の内部と地表面の変動につ
いての特徴を見いだして表現する
こと。

・太陽と地面の様子
・雨水の行方と地面の様子
・天気の様子
・流れる水の働きと土地の変化
・天気の変化
・理科と日常生活（仮称）【分
野横断】

観察、実験や資料に基づいて分
析し解釈する活動などを通して、
地球の大気と水の循環について
の特徴を見いだして表現すること。

・太陽と地面の様子
・月と星
・月と太陽
・理科と日常生活（仮称）【分
野横断】

観察、実験や資料に基づいて分
析し解釈する活動などを通して、
地球と天体の運動についての特
徴を見いだして表現すること。

中
学
校

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

〇地層から、過去の様子
を知ることができることを
理解する。
〇地球内部の活動に起因
する地震や火山活動など
が、日本列島に影響を与
えていることを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、地球や地球を
取り巻く環境の特徴を見い
だして表現することができる。

〇霧や雲の発生などの天
気の変化が起きる理由を
理解する。
〇日本列島の気象は、周
囲の海洋の影響を受けて
いることを理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、地球や地球を
取り巻く環境の特徴を見い
だして表現することができる。

太陽系には地球を含む
様々な天体があること、太
陽系の天体の動きと地球
からの見え方を理解する。

科学的に探究する学習活
動を通して、地球や地球を
取り巻く環境の特徴を見い
だして表現することができる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表
・身近な地形や地層、岩石の観
察

・地層の重なりと過去の様子
・火山と地震
・自然の恵みと火山災害・地震
災害

・生物と環境 【分野横断】
・自然環境の保全と科学技術の
利用 【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて分
析し解釈する活動などを通して、
地球の内部と地表面の変動につ
いての特徴を見いだして表現する
こと。

・気象観測
・天気の変化
・日本の気象
・自然の恵みと気象災害
・生物と環境 【分野横断】
・自然環境の保全と科学技術の
利用 【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて分
析し解釈する活動などを通して、
地球の大気と水の循環について
の特徴を見いだして表現すること。

・天体の動きと地球の自転・公転
・太陽系と恒星
・自然環境の保全と科学技術の
利用 【分野横断】

観察、実験や資料に基づいて分
析し解釈する活動などを通して、
地球と天体の運動についての特
徴を見いだして表現すること。

理科の「高次の資質・能力」（地学分野）（案）

高校は次頁へ
28

※学習内容については現行学習指導要領をベースとしたものであり、今後の議論で見直しがありうる。

※本表は検討の便宜上のもの。「高次の資質・能力」は区分ごとに定めるが、「学習内容」は区分横断的なものも存在。

議
題
２

議
題
１



区分 地球の内部と地表面の変動 地球の大気と水の循環 地球と天体の運動

（区分
の

説明）

「地球の内部は、どのような構造となっているか、また、
地表にどのような変化をもたらすのか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：地質学、岩石学、地球物理学

「天気はどのように変化するのか、また、大気や海洋
の間にはどのような関係性があるか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：気象学、海洋学

「宇宙にはどのような天体があるか、また、地球を含
む天体はどのように動いているか」を学ぶ

（参考）主な学問領域：宇宙物理学、天文学

高
等
学
校

地
学
基
礎

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

〇プレートの運動によって、
地震や火山活動が生じ
ていることを理解する。
〇古生物の活動と地球環
境は相互に影響を及ぼし
ていたことを理解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、地球や地
球を取り巻く環境の特徴
を見いだして表現すること
ができる。

地球における様々なエネ
ルギーの出入りや移動に
ついて、全体としてエネル
ギーの収支はつりあってい
ることを理解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、地球や地
球を取り巻く環境の特徴
を見いだして表現すること
ができる。

〇宇宙、太陽系、地球
の誕生について理解す
る。
〇地球には生命が生まれ
る条件が備わっていたこ
とを理解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、地球や地
球を取り巻く環境の特徴
を見いだして表現すること
ができる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表

・惑星としての地球
・活動する地球
・地球の変遷
・地球の環境

観察、実験や資料に基づい
て分析し解釈する活動など
を通して、地球の内部と地
表面の変動についての特徴
を見いだして表現すること。

・大気と海洋
・地球の変遷
・地球の環境

観察、実験や資料に基づい
て分析し解釈する活動など
を通して、地球の大気と水
の循環についての特徴を見
いだして表現すること。

・地球の変遷 観察、実験や資料に基づい
て分析し解釈する活動など
を通して、地球と天体の運
動についての特徴を見いだし
て表現すること。

地
学

高次
の資
質・
能力

統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮 統合的な理解 総合的な発揮

〇地球の形状や内部構造
は、重力や地震波などに
よって推測できることを理
解する。
〇地球の歴史を通して、地
球内部の活動によって、
地表が大きく変化してきた
ことを理解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、地球や地
球を取り巻く環境の特徴
を見いだして表現すること
ができる。

〇大気や海洋は層構造
をしていることを理解す
る。
〇日本や世界の気象は、
地形に加え、大気と海
洋の大循環や大規模
な現象によって影響を
受けていることを理解す
る。

科学的に探究する学習
活動を通して、地球や地
球を取り巻く環境の特徴
を見いだして表現すること
ができる。

地球上での視運動から
天体運動の規則性を見
いだすことができることを理
解する。

科学的に探究する学習
活動を通して、地球や地
球を取り巻く環境の特徴
を見いだして表現すること
ができる。

学習
内容

知・技 思・判・表 知・技 思・判・表 知・技 思・判・表

・地球の概観
・地球の活動と歴史

観察、実験や資料に基づい
て分析し解釈する活動など
を通して、地球の内部と地
表面の変動についての特徴
を見いだして表現すること。

・地球の活動と歴史
・地球の大気と海洋

観察、実験や資料に基づい
て分析し解釈する活動など
を通して、地球の大気と水
の循環についての特徴を見
いだして表現すること。

・地球の活動と歴史
・宇宙の構造

観察、実験や資料に基づい
て分析し解釈する活動など
を通して、地球と天体の運
動についての特徴を見いだし
て表現すること。

前頁から続く

29

議
題
２

議
題
１



【参考：現行】 理科の教科科目の構成① （知識・技能＞エネルギー・粒子）

30

議
題
２

議
題
１



【参考：現行】 理科の教科科目の構成② （知識・技能＞生命・地球）

31

議
題
２

議
題
１



【参考：現行】 理科の教科科目の構成③ （思・判・表等 及び 学びに向かう力・人間性等）

32

議
題
２

議
題
１



【参考】理科における探究の過程（現行）

平成28年12月21日中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」の別添資料 33

議
題
２

議
題
１



目標 内容

34

自然や社会の事象・言説を、自然科学的な視点から捉え、観察・実験の結果や科
学的知見などに基づいて、客観的、論理的、批判的に考察すること。

自然の事物・現象を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や実
験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指す。

自然の事物・現象について
理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、
実験などに関する技能を身
に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科
学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体
的に関わり、科学的に探究
しようとする態度と生命を尊
重する心情や人と自然環
境の調和に寄与しようとする
心情を養う。

（目標）

（見方・考え方）

〔生物分野〕

（１）生物の構造と機能

知識及び技能に関する統合的な
理解

生物には基本的な体のつくりと働
きがあることを理解する。

思考力、判断力、表現力等の総合
的な発揮

科学的に探究する学習活動を通し
て、生物や生物現象の特徴を見いだ
して表現することができる。

３
学
年
相
当

（ 身 の 回 り の 生 物 ） 【 再 掲
(2)(3)】
・ ●●●

観察、実験や資料に基づいて分析し
解釈する活動などを通して、生物の
構造と機能についての特徴を見いだ
して表現すること。

４
学
年
相
当

（人の体のつくりと運動）
・ ●●●

６
学
年
相
当

（人の体のつくりと働き）
・ ●●●

（植物の養分と水の通り道）
・ ●●●

（理科と日常生活（仮））【分野
横断】
・ ●●●

小学校 理科

次頁に続く

学習指導要領の目標・内容の構造化・表形式化イメージ（生物分野の例）
※学習内容については現行学習指導要領をベースとしたものであり、今後の議論で見直しがありうる。

※本表は検討の便宜上のもの。「高次の資質・能力」は区分ごとに定めるが、「学習内容」は区分横断的なものも存在。

新「区分」
議
題
２

議
題
１
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（３）生物と環境の関わり

知識及び技能に関する統合的な
理解

生物と環境の間には関係性がある
ことを理解する。

思考力、判断力、表現力等の総合
的な発揮

科学的に探究する学習活動を通し
て、生物や生物現象の特徴を見いだ
して表現することができる。

３
学
年
相
当

（ 身 の 回 り の 生 物 ） 【 再 掲
(1)(2)】
・ ●●●

観察、実験や資料に基づいて分析し
解釈する活動などを通して、生物と
環境の関わりについての特徴を見い
だして表現すること。

４
学
年
相
当

（季節と生物）【再掲(2)】
・ ●●●

６
学
年
相
当

（生物と環境）
・ ●●●

（理科と日常生活（仮））【分野
横断】
・ ●●●

(内容の取扱い)

・ ●●●

（２）生命の連続性

知識及び技能に関する統合的な
理解

植物と動物の成長の過程を通して、
生命の連続性があることを理解す
る。

思考力、判断力、表現力等の総合
的な発揮

科学的に探究する学習活動を通し
て、生物や生物現象の特徴を見いだ
して表現することができる。

３
学
年
相
当

（ 身 の 回 り の 生 物 ） 【 再 掲
(1)(3)】
・ ●●●

観察、実験や資料に基づいて分析し
解釈する活動などを通して、生命の
連続性についての特徴を見いだして
表現すること。

４
学
年
相
当

（季節と生物）【再掲(3)】
・ ●●●

５
学
年
相
当

（植物の発芽、成長、結実）
・ ●●●

（動物の誕生）
・ ●●●

６
学
年
相
当

（理科と日常生活（仮））【分野
横断】
・ ●●●

前頁から続く

中学校は次頁へ

議
題
２

議
題
１



目標 内容

36

自然や社会の事象・言説を、自然科学的な視点から捉え、観察・実験の結果や科
学的知見などに基づいて、客観的、論理的、批判的に考察すること。

自然の事物・現象を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や実
験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指す。

自然の事物・現象について
理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、
実験などに関する技能を身
に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科
学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体
的に関わり、科学的に探究
しようとする態度と生命を尊
重する心情や人と自然環
境の調和に寄与しようとする
心情を養う。

（目標）

（見方・考え方）

〔生物分野〕

（１）生物の構造と機能

知識及び技能に関する統合的な
理解

〇生物は多様であるが、共通点を
もつことを理解する。
〇生物の体のつくりと働きには特
徴や関係性があり、これらのつくり
と働きによって生命活動が行われ
ていることを理解する。

思考力、判断力、表現力等の総合
的な発揮

科学的に探究する学習活動を通し
て、生物や生物現象の特徴を見いだ
して表現することができる。

１
学
年
相
当

（生物の観察と分類の仕方）【再
掲(2)(3)】
・ ●●●

（生物の体の共通点と相違点）
・ ●●●

観察、実験や資料に基づいて分析し
解釈する活動などを通して、生物の
構造と機能についての特徴を見いだ
して表現すること。

２
学
年
相
当

（生物と細胞））【再掲(2)】
・ ●●●

（植物の体のつくりと働き）
・ ●●●

（動物の体のつくりと働き）
・ ●●●

３
学
年
相
当

（自然環境の保全と科学技術の利
用）【分野横断】
・ ●●●

中学校 理科

次頁に続く

議
題
２

議
題
１
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（２）生命の連続性

知識及び技能に関する統合的な
理解

生物の殖え方、遺伝現象、生物
の進化には特徴や規則性、関係
性があり、生命の連続性があること
を理解する。

思考力、判断力、表現力等の総合
的な発揮

科学的に探究する学習活動を通し
て、生物や生物現象の特徴を見いだ
して表現することができる。

１
学
年
相
当

（生物の観察と分類の仕方）【再
掲(1)(3)】
・ ●●●

観察、実験や資料に基づいて分析し
解釈する活動などを通して、生命の
連続性についての特徴を見いだして
表現すること。

２
学
年
相
当

（生物と細胞））【再掲(1)】
・ ●●●

３
学
年
相
当

（生物の成長と殖え方）
・ ●●●

（遺伝の規則性と遺伝子）
・ ●●●

（生物の種類の多様性と進化）
・ ●●●

（自然環境の保全と科学技術の利
用）【分野横断】
・ ●●●

（３）生物と環境の関わり

知識及び技能に関する統合的な
理解

〇自然界には、生物どうしの関係
や生物と環境との間に関係があ
ることを理解する。
〇自然界のつり合いが重要である
ことを理解する。

思考力、判断力、表現力等の総合
的な発揮

科学的に探究する学習活動を通し
て、生物や生物現象の特徴を見いだ
して表現することができる。

１
学
年
相
当

（生物の観察と分類の仕方）【再
掲(1)(2)】
・ ●●●

観察、実験や資料に基づいて分析し
解釈する活動などを通して、生物と
環境の関わりについての特徴を見い
だして表現すること。

３
学
年
相
当

（生物と環境）【分野横断】
・ ●●●

（自然環境の保全と科学技術の利
用）【分野横断】
・ ●●●

(内容の取扱い)

・ ●●●

前頁から続く

高等学校は次頁へ

議
題
２

議
題
１



目標

自然や社会の事象・言説を、自然科学的な視点から捉え、観察・実験の結果や科
学的知見などに基づいて、客観的、論理的、批判的に考察すること。

自然の事物・現象を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や実
験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指す。

自然の事物・現象について
理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、
実験などに関する技能を身
に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科
学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体
的に関わり、科学的に探究
しようとする態度と生命を尊
重する心情や人と自然環
境の調和に寄与しようとする
心情を養う。

（目標）

（見方・考え方）

（１）生物の構造と機能

知識及び技能に関する統合的な理解

〇生物は多様でありながら、「細胞が基
本的な単位である」、「エネルギーを利
用する」という共通性をもっていることを
理解する。
〇ヒトの体は、神経系と内分泌系による
調節や免疫の働きなどによって調節さ
れ、生命活動が行われていることを理
解する。

思考力、判断力、表現力等の総合的
な発揮

科学的に探究する学習活動を通して、
生物や生物現象の特徴を見いだして表
現することができる。

（生物の特徴）【再掲(2)(3)】
・ ●●●

（神経系と内分泌系による調節）
・ ●●●

（免疫）
・ ●●●

観察、実験や資料に基づいて分析し解
釈する活動などを通して、生物の構造と
機能についての特徴を見いだして表現
すること。

高等学校 理科

目標

内容

生物や生物現象を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や
実験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指す。

日常生活や社会との関連
を図りながら、生物や生物
現象について理解するとと
もに、科学的に探究するた
めに必要な観察、実験など
に関する基本的な技能を
身に付けるようにする。

観察・実験などを行い、科
学的に探究する力を養う。

生物や生物現象に主体的
に関わり、科学的に探究し
ようとする態度と生命を尊
重する心情や人と自然環
境の調和に寄与しようとす
る心情を養う。

（目標）

○生物基礎
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題
１
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（３）生物と環境の関わり

知識及び技能に関する統合的な理解

〇生態系における、生物の多様性及び
生物と環境との関係性を理解する。
〇生態系の保全の重要性について理
解する。

思考力、判断力、表現力等の総合的
な発揮

科学的に探究する学習活動を通して、
生物や生物現象の特徴を見いだして表
現することができる。

（生物の特徴）【再掲(1)(2)】
・ ●●●

（植生と遷移）
・ ●●●

（生態系とその保全）
・ ●●●

観察、実験や資料に基づいて分析し解
釈する活動などを通して、生物と環境の
関わりについての特徴を見いだして表現
すること。

(内容の取扱い)

・ ●●●

前頁から続く

目標

内容

生物や生物現象を科学的に探究する資質・能力について、見通しをもって観察や
実験を行うことなどを通して、次のとおり育成することを目指す。

生物学の基本的な概念や
原理・法則を理解するとと
もに、科学的に探究するた
めに必要な観察、実験など
に関する技能を身に付ける
ようにする。

観察・実験などを行い、科
学的に探究する力を養う。

生物や生物現象に主体的
に関わり、科学的に探究し
ようとする態度と生命を尊
重する心情や人と自然環
境の調和に寄与しようとす
る心情を養う。

○生物

（１）生物の構造と機能

知識及び技能に関する統合的な理解

〇生物の体内には生命を維持するため
に必要な物質や細胞があり、そこで化
学反応が起こることによって生命活動
が行われていることを理解する。
〇生物は環境変化に対して反応したり、
行動したりすることを理解する。

思考力、判断力、表現力等の総合的
な発揮

科学的に探究する学習活動を通して、
生物や生物現象の特徴を見いだして表
現することができる。

（生物の進化）【再掲(2)(3)】
・ ●●●

（生命現象と物質）
・ ●●●

（生物の環境応答）【再掲(3)】
・ ●●●

観察、実験や資料に基づいて分析し解
釈する活動などを通して、生物の構造と
機能についての特徴を見いだして表現
すること。

次頁に続く

（２）生命の連続性

知識及び技能に関する統合的な理解

生物は多様でありながら、「遺伝物質と
してDNAがあり自己複製する」という共
通性をもっていることを理解する。

思考力、判断力、表現力等の総合的
な発揮

科学的に探究する学習活動を通して、
生物や生物現象の特徴を見いだして表
現することができる。

（生物の特徴）【再掲(1)(3)】
・ ●●●

（遺伝子とその働き）
・ ●●●

観察、実験や資料に基づいて分析し解
釈する活動などを通して、生命の連続
性についての特徴を見いだして表現する
こと。

（生物基礎）

議
題
２

議
題
１
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（２）生命の連続性

知識及び技能に関する統合的な理解

〇生物の進化は蓄積された遺伝子の
変化の結果であることを理解する。
〇遺伝子の情報が発現することによって
細胞や生物が特有の性質をもつことを
理解する。
〇発生は遺伝子発現が関わっているこ
とを理解する。

思考力、判断力、表現力等の総合的
な発揮

科学的に探究する学習活動を通して、
生物や生物現象の特徴を見いだして表
現することができる。

（生物の進化）【再掲(1)(3)】
・ ●●●

（遺伝情報の発現と発生）
・ ●●●

観察、実験や資料に基づいて分析し解
釈する活動などを通して、生命の連続
性についての特徴を見いだして表現する
こと。

前頁から続く

（３）生物と環境の関わり

知識及び技能に関する統合的な理解

〇生態系における個体群内の関係性と
個体群間の関係性を理解する。
〇生態系における物質生産と物質循
環を理解する。

思考力、判断力、表現力等の総合的
な発揮

科学的に探究する学習活動を通して、
生物や生物現象の特徴を見いだして表
現することができる。

（生物の進化）【再掲(1)(2)】
・ ●●●

（生物の環境応答）【再掲(1)】
・ ●●●

（生態と環境）
・ ●●●

観察、実験や資料に基づいて分析し解
釈する活動などを通して、生物と環境の
関わりについての特徴を見いだして表現
すること。

(内容の取扱い)

・ ●●●

議
題
２

議
題
１
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